
調 査 ・ 研 修 等 計 画 届 出 書 

令和７年１月 20 日 

瀬戸市議会議長 様                                

    議員名  山内 精一郎 

 

 政務活動 として、下記のとおり調査・研修等を実施いたします。 

 

記 

 

期 日 令和７年１月２９日（１日） 

調査先・研修名 
文部科学省にて 

「学校給食無償化について」「部活動地域移行について」 

会場名（会場所在地） 衆議院第二会館（東京都千代田区永田町 2丁目２－１） 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

1 月 29 日 14 時～15 時 

文部科学省 初等中等教育局健康教育・食育課 

学校給食費無償化について、国の動向の進捗を確認し、課題

の共有をした上で今後の動向を再調査及び協議を行う。 

 

1 月 29 日 15 時 30 分～16 時 30 分 

文部科学省 スポーツ局地域スポーツ課 

文部科学省の進める、部活動地域移行の課題について、部活

動改革推進期間に本市は未着手の状況の為、今後の在り方に

繋げていく。 

議長名の依頼 要 ・ 不要 
依頼先（名称） 

 

同行者名 

冨田 宗一 

※行程表を添付してください。 



調 査 ・ 研 修 等 報 告 書 

 

令和 ７年 ２月 １８日 

瀬戸市議会議長 様 

 

                         議員名 山内 精一郎   

 

政務活動として、下記のとおり調査・研修等を実施したので報告します。 

記 

期 日 令和７年１月２９日 （０泊１日） 

調査先・研修名 
文部科学省にて 

「学校給食無償化について」「部活動地域移行について」 

会場名（会場所在地） 衆議院第二会館（東京都千代田区永田町 2丁目２－１） 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

1 月 29 日 14 時～15 時 

文部科学省 初等中等教育局健康教育・食育課 

学校給食費無償化について、国の動向の進捗を確認し、課

題の共有をした上で今後の動向を再調査及び協議を行う。 

 

1 月 29 日 15 時 30 分～16 時 30 分 

文部科学省 スポーツ局地域スポーツ課 

文部科学省の進める、部活動地域移行の課題について、部

活動改革推進期間に本市は未着手の状況の為、今後の在り方

に繋げていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



調査先の事業の現状・課題 ／ 研修で学んだこと・キーワード等 

「給食無償化」に関する課題の整理について 

講師：文部科学省 初等中等教育局 健康教育・食育課 課長補佐 関口 直樹 様 

 

①  給食無償化に関する課題 

学校給食法の目的・目標は適切な栄養摂取による児童生徒の心身の 

 健全な発達や給食を通じた食に対する理解や判断力の育成である。 

 この目的・目標を実現するため、給食実施に対する諸施策や、経済的 

 困窮により、給食費の支払が困難な世帯に対する負担軽減を進めている。 

②  児童の公平性 

 給食未実施校の児童生徒や、給食実施校でも給食を喫食しない児童生徒 

 などに恩恵が及ばない。 

③  国と地方の役割分担 

 給食費支援の大半を占める準要保育世帯に対する就学援助は、平成１７ 

 年の「三位一体改革」により、税源移譲とともに、一般財源化。 

④  格差是正策としての妥当性 

 経済困窮世帯（約１４％）については、既に生活保護のよる教育扶助・ 

 就学援助により基本的に無償化。給食無償化の範囲の拡大は、経済的 

 困窮世帯に対しては追加的な恩恵はなく、格差是正の観点に乏しい。 

⑤  効果的な少子化対策 

 少子化をめぐる状況は地域によって異なっており、限られた財源の中で、 

 「給食費無償化」が少子化対策として効果的な施策であるか否か、との 

 観点からの検討が必要。 

 

「部活動の地域連携・地域移行と地域スポーツ・文化芸術環境の整備」について 

講師：スポーツ庁 地域スポーツ課長 大川 晃平 様 

スポーツ庁 スポーツ戦略官  大野 雅史 様  

文化庁 参事官（芸術文化担当）付学校芸術教育室 参事官補佐 西尾 佐枝子 様 

 

①  学校部活動を取り巻く現状・課題及び改革の必要性 

学校数の減少、それ以上に進む少子高齢化で生徒数／学校はさらに 

小さくなる中、部活動は持続困難 

１運動部当たりの参加人数は近年減少傾向。 

運動部活動への参加率も近年減少傾向。 

②  地域移行等の進捗・課題 

     令和５年度以降、地域移行に取組む部活動数は増加している。 

     令和７年度までには、２３，３０８部活動（５４％）が地域連携 



     または移行を予定している。 

     課題としては、指導者の量の確保、持続可能な収支構造の構築、 

     保護者・生徒への普及啓発・理解、自治体・学校と運営団体・実施主体 

     の連携体制の構築、の回答が多い。 

③  今後の方向性 

 地方公共団体が幅広い関係者の理解と協力の下、平日・休日を通じた 

 活動を包括的に企画・調整し、地域の実情等にあった方針を決定。 

調査・研修の成果・考察 

（瀬戸市への反映・自己の能力開発への寄与等） 

今回「給食無償化」・「部活動の地域連携・地域移行と地域スポーツ・文化 

芸術環境の整備」の勉強会を受講し、２つの施策とも課題の整理が十分に 

行われ、今後の実施に当たっての考慮すべき観点を踏まえつつ、実態調査が 

行われている国の進捗の状況が理解できました。 

今回の勉強会では、積極的な双方向の対話が行われたので、本市への政策 

提言に繋げる努力を行い、国の動向を踏まえた、施策の実現を目指したいと 

感じました。 
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